
せいよ
広

報

◎ 「せいよこどもグッズまつり」10/19に開催
◎ 幼稚園・保育所の利用方法がＨ27から変更に
◎ 軽自動車税がＨ27から上がります　ほか

情
報

特
集 西予市民病院、開院！

まちの新たな方程式

確かな技術×温かな心＝新病院
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私たちの声

市民の皆さんに、新病院へ
の期待や思いを突撃取材し
ました。

「宇和病院に通っていま
す。受付の人も看護師さん
もすごく感じがいいので、
新病院でもそうあってほし
いです」（79歳女性）

「年齢的にいつ入院するか
分からん身としては、新し
い病院のきれいな病室が楽
しみです」（79歳女性）

「期待しています。最新の
医療機器も入ると耳にした
ので。今まで宇和島市立病
院ばかり頼っていたけれ
ど、これからは新病院で対
応してもらえるのかなと」
（38歳男性）

「去年、妊娠初期にカゼを
ひいて宇和病院にかかった
とき、先生や看護師さんに
優しく声かけしてもらいま
した。流れ作業的な診療で
はなく、これからも人を診
る病院であってほしいで
す。ワンフロアで完結する
という新病院、いいですね」
（飯田純望さん＝いいだ・
まさみ＝31歳・写真右）

「皮膚科ができるのがあり
がたいです。今まで宇和
島や大洲に出ていたの
で。子どもの皮膚科受
診も、これから気軽に
なりますね」（三好佳
那さん＝みよし・かな
＝29歳・写真左）

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
地

域
の
中
核
病
院
と
し
て
、
良
質
な
医
療
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

標
榜
診
療
科

　内
科
、
消
化
器
内
科
、
外
科
、
消
化
器
外

科
、
乳
腺
外
科
、
呼
吸
器
外
科
、
整
形
外
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
泌
尿
器
科
（
人

工
透
析
）、
婦
人
科
、
皮
膚
科
、
麻
酔
科
、
放

射
線
科

2014　10月 2

さ
ん
、
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。
一
番

身
近
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
一
番

頼
り
に
な
る
「
西
予
市
民
病
院
」

が
、
つ
い
に
開
院
し
ま
し
た
。

　平
成
25
年
３
月
か
ら
建
設
を
始
め
て
、
お

よ
そ
１
年
半
。
場
所
を
「
宇
和
町
永
長
（
な

が
お
さ
）
１
４
７
番
地
１
」
に
移
し
て
、
よ

り
確
か
な
医
療
を
お
届
け
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
病
院
の
理
念
は
「
地
域
の

病
院
と
し
て
人
を
大
切
に
し
、
安
心
と
信
頼

の
医
療
を
提
供
す
る
病
院
」。
こ
の
ま
ち
で

暮
ら
す
「
あ
な
た
」
を
大
切
に
思
い
、
確
か

な
医
療
を
お
届
け
し
た
い
と
い
う
思
い
と
覚

悟
を
込
め
て
い
ま
す
。

婦
人
科
と
皮
膚
科
を
新
設
！

　今
よ
り
も
っ
と
皆
さ
ん
に
寄
り
添
う
た
め

に
、
婦
人
科
と
皮
膚
科
を
新
設
し
ま
し
た
。

ど
こ
の
病
院
に
も
引
け
を
と
ら
な
い
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
、
最
新
の
医
療
機
器
や
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

　確
か
な
技
術
と
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
温
か

い
対
応
が
西
予
市
民
病
院
の
誇
り
で
す
。
手

術
室
も
新
し
く
な
り
、
外
科
医
も
３
名
勤
務

し
て
い
る
の
で
、
幅
広
い
手
術
に
対
応
す
る

皆

私
た
ち
の
命
を
守
る
拠
点

西
予
市
民
病
院
、開
院
！

9/24から
外来診療開始
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よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
自
分
を
磨
き
、
皆

さ
ん
の
来
院
に
備
え
て
い
ま
す
。

　変
わ
っ
た
の
は
、
病
院
の
場
所
や
医
療
機

器
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
く
な
っ
た

の
は
、
建
物
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
も
、
よ
り
高
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

【
写
真
】

　
①
・
②
「
夢
の
花
」
▼
③
防
災
訓
練
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
、
ど
う
や
っ
て
患
者
を
誘

導
し
、
命
を
守
る
か
な
ど
を
学
習
▼
④
看
護

記
録
の
研
修
会
▼
⑤
接
遇
研
修
。「
温
か
い

心
」
を
行
動
で
表
し
、
相
手
が
心
地
よ
い
と

感
じ
る
接
客
を
全
ス
タ
ッ
フ
が
学
習
。
早
速

院
内
で
実
践
し
て
い
ま
す
。

　私たちはこの３年間、より良くなるために努力

をし続けてきました。一生懸命、変わろうとして

きました。だからこそ「いい意味で、もう以前の

宇和病院ではありません」と、自信を持ってお伝

えすることができます。

　以前と比べてスタッフの意識は格段に高くなっ

ています。接遇研修（患者さんとの接し方研修）

で学んだことはもちろん、月に一度全員で集まっ

て意識や方向性を共有する「スマイル・ミーティ

ング」を開催している効果なのでしょう。プロと

して、温かく皆さんに寄り添おうとする姿勢であ

ふれています。

　「　院が大きく生まれ変わっていることに驚

いた。運営が患者側に沿った方針に変わり、事務

局や医師、看護師、その他スタッフの方も愛想が

良くなった」。これは愛媛新聞（９月１日付）の

「読者の広場」に投稿されていた宇和病院へのご

意見の一部です。一人一人の努力が患者さんに伝

わったことがうれしくて励まされて、スタッフ全

員で喜びを共有しました。

　もし、皆さんがかつての「宇和病院」にマイナ

スのイメージを持たれているなら、私たちが全身

全霊をかけてそれを払しょくします。西予市民病

院は市民のための、つまり「あなた」のための病

院です。安心して診察や健診を受けに来てくださ

い。例えばカゼとか、そういうちょっとした病気

でもいいんです。来ていただいて、よい変化を感

じ取っていただけたらうれしいです。

西予市民病院
院長

末光　浩也
すえみつ・こうや

安心して利用してください

そして、良い変化を感じ取ってください

②

⑤

2014　10月 4

「
い
い
意
味
で
、
も
う
以
前
の
宇
和
病
院
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
末
光
院
長
は
語
り
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
の
は
、
建
物
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

研
修
を
重
ね
、
高
い
技
術
と
温
か
い
心
を
磨
い
た
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
、
そ
の
中
で
働
い
て
い
ま
す
。

　先
日
閉
院
を
迎
え
た
宇
和
病
院
の
廊
下
で

は
、
壁
一
面
に
「
夢
の
花
」
が
咲
い
て
い
ま

し
た
。

　こ
れ
は
、
働
く
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
「
５
年

後
の
自
分
や
病
院
は
、こ
う
な
っ
て
い
た
い
、

こ
う
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を

書
い
た
も
の
で
す
。
作
成
し
た
の
は
、
今
か

ら
１
年
半
ほ
ど
前
の
こ
と
。
一
つ
一
つ
の
花

び
ら
に
は
「
患
者
様
の
声
を
大
切
に
、
心
の

こ
も
っ
た
接
遇
が
で
き
る
よ
う
な
職
員
で
あ

り
た
い
」、「
あ
の
人
に
相
談
し
て
よ
か
っ
た

と
皆
に
思
っ
て
も
ら
え
る
相
談
員
に
な
っ
て

い
た
い
」、「
地
域
に
愛
さ
れ
る
病
院
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
う
思
い
が
綴
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　「研
修
な
ど
を
重
ね
て
、
徐
々
に
意
識
改

革
を
し
て
き
ま
し
た
。
月
に
一
度
、
全
職
員

が
集
ま
っ
て
病
院
の
方
向
性
や
認
識
を
共
有

す
る
場
を
設
け
た
こ
と
も
、
大
き
な
変
化
に

つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
の
は
、

西
予
市
民
病
院 

院
長
の
末
光
浩
也
さ
ん
。

こ
こ
数
年
、
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
全
員
、
自
分

の
技
術
と
意
識
を
磨
く
努
力
を
続
け
て
き
た

と
い
い
ま
す
。
「
夢
の
花
」
に
も
、
そ
の
思

い
と
決
意
の
強
さ
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　診
療
科
も
増
え
、
ど
こ
の
病
院
に
も
引
け

を
取
ら
な
い
最
新
医
療
機
器
も
導
入
し
、
よ

り
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
西
予
市
民
病
院
。
そ
れ
に
負
け
な
い

温
か
な
心
も
お
届
け
し
た
い
か
ら

技
術
と
と
も
に

意
識
も
磨
い
て
い
ま
す③

④

①
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塔和子さん一周忌に320人
偲ぶつどい

　昨年８月、83歳で亡くなった元ハンセン病患者で詩
人の塔和子（井土ヤツ子）さんを偲ぶつどいが８月30
日（土）県歴史文化博物館で開催されました。市民や学
生など出席した約320人は塔さんのご冥福を祈り、そ
の過酷な生涯と業績を後世に伝える決意を新たにしま
した。
　三好市長は「私たち市民がやるべきことは、詩人塔
和子さんの思いを未来へつなぐこと、ハンセン病を
患った人々に対する国の施策や人権侵害への深い反省
とともに塔さん個人を井土ヤツ子として尊厳をもって
回復させること」とあいさつ。学校で塔さんの詩を学
んだ松本こほろさん（中筋小６年＝写真＝）は、自作

の詩とともに「私も、人の心の痛みにそっと寄
りそえるような人になりたいです」と話しまし
た。

湖面を彩る花火5,000発
野村納涼花火大会

　「卯のほたる」が８月23日（土）・24日（日）の２日
間にわたって卯之町の町並み保存地区で開催され、
およそ3,000人が来場。重要伝統的建造物群保存地区
は、住民や観光客でにぎわいました。
　まるでほたるのように町並みを優しく照らしたの
は、約4,000個の手作りあんどんや竹明かりなど。江
戸中期から昭和初期の建築物が軒を並べる歴史ある町
並みを、幻想的な雰囲気に演出していました。

手づくりあんどん幻想的に
第11回　卯のほたる

　朝霧湖（野村ダム）で８月14日（木）、野村納涼花
火大会が開催されました。
　水上コテージではコンサート、ダム右岸ではガーデ
ンパーティー、左岸ではふれあい市などが行われ、訪
れた人の数は約１万6,000人。
　１時間で約5,000発の花火が打ち上げられ、湖面に
反射する光と、体の芯が震えるほどの迫力に、会場は
臨場感であふれていました。

無数の「ほたる」が照らし出す町並み

野村ダムにかかる「ナイアガラ」

2014　10月 6

CITY　TOPICS

　

花取り踊りに久しぶりの小学生
市指定無形民俗文化財

　８月13日（水）、「奥地の海のかーにばる」がみかめ
海の駅周辺で開催され、県内外から約15,000人が来
場。三瓶ならではのイベントや郷土料理を楽しみまし
た。

　あけはまシーサイド・サンパークで８月３日（日）
「かっぱMATURI」が開催され、明浜町の人口3,645
人（８月末現在）と同じくらいの3,000人が来場。郷
土料理やビーチバレー大会、ダンスバトルなどを楽し
み、終日にぎわいをみせました。
　同町には全国でもここだけの「狛犬」ならぬ「狛
河童」があり、これにちなんで毎年夏に「かっぱ
MATURI」を開催しています。

ユニークなイベントに15,000人熱狂
第32回奥地の海のかーにばる

人口とほぼ同数が来場
かっぱMATURIサマー in 明浜2014

　市の指定無形民俗文化財にも登録されている「花取
り踊り」が８月24日（日）、八幡神社（城川町下相）
で行われました。
　無病息災を祈願して舞う勇壮な「太刀踊り」の一
種。掛け声とともに太刀や鎌などの刃物をふりかざし
「疫病退散」と勇ましく踊ります。
　今年は久しぶりに小学生の踊り子にも恵まれ、例年
より華やかな雰囲気の中、行われていました。

ビーチバレー大会

「疫病退散」

【写真】
１と５︰魚のつかみどり
２︰豚のロディオ
３︰目の前は海！
　人間カ―リング
４︰大人気。限定300
　食「ロディオカレー」

大物
ゲット！

１

２

３

５

４
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　結
婚
推
進
委
員
は
、
独
身
者
の
交
流
の
場

を
つ
く
り
、
結
婚
へ
と
つ
な
げ
る
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
成
婚
実
績

は
４
組
。
あ
な
た
の
婚
活
を
全
力
で
応
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　各
地
区
の
結
婚
推
進
委
員
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

宇
和
地
区

　松
本
章
一
、
三
瀬
里
子
、
井
上
安
男
、
鋸

元
イ
セ
子
、
宇
都
宮
政
人
、
井
関
咲
子
、
横

手
英
彦
、渡
辺
博
、上
田
冴
子
、宮
本
桂
子
、

藤
川
伸
一
、
西
川
洋
子
、
三
好
千
和
人
、
菊

池
敦
子
、
薬
師
寺
智
彦
、
兵
頭
孝
子

野
村
地
区

　古
森
美
枝
、
篠
藤
昭
二
、
西
田
光
和
、
松

住
木 

厳
太
く
ん
（
15
）

す
み
き
・
げ
ん
た

＝
野
村
町
野
村
＝

村
上 

ヒ
カ
ル
く
ん
（
８
）

む
ら
か
み
・
ひ
か
る

＝
宇
和
町
信
里
＝

本
直
光
、
平
田
安
子
、
兵
頭
香
代
、
兵
頭
一

政
、
金
子
忠
史
、
和
気
恵
次
、
兵
頭
敬
二
、

栗
田
満
、
大
野
実
、
武
田
孝
司

城
川
地
区

　福
山
貴
久
美
、髙
橋
さ
と
る
、稲
田
紘
一
、

柳
生
秋
子
、
谷
口
一
恵
、
久
保
田
ナ
リ
子
、

宮
脇
亨
、
徳
居
美
枝
子

三
瓶
地
区

　井
上
喜
九
夫
、
木
村
次
郎
、
井
上
次
惠
、

白
井
育
子
、
井
上
富
士
大
、
三
好
園
子
、
宇

都
宮
冨
士
子
、
大
塚
英
樹

明
浜
地
区

　酒
井
茂
、
大
津
修
、
二
宮
一
康
、
藤
堂
弥

生
、脇
本
英
作
、日
越
長
子
、山
本
喜
美
子
、

川
林
喜
久
恵

マウンテンバイク全国大会で優勝 相撲で四国総体優勝

　「第13回全国小学生・中学生マウンテンバイク

大会さのさか」（８月２～３日、白馬クロスカン

トリー競技場）小学２年生の部で、村上ヒカルく

ん（多田小２）が優勝しました。

　「２年連続、全国１位になれてうれしいな。去年

は２位と大きく差を広げて優勝したけれど、今年

は接戦だったよ。レース中、抜いたり抜かれたり

を繰り返して、ゴール手前20ｍほどでぼくが抜

き返して優勝したの。実は山道で抜かれたとき、

ゴール前の直線で抜き返してやろうって心に決め

てたんだ。だって、誰にも負けたくないからね！

来年もその次も、優勝するぞ！」

　「第52回四国中学校総合体育大会」（８月３日、

ＪＡバンク蔵本公園相撲場）相撲個人の部で、住

木厳太くん（野村中３）が優勝しました。

　「『相撲が強くなりたい』との一心から、親元を

離れて下宿しながら中学校生活を送っています。

四国総体では優勝できて本当に良かったです。で

すが全国大会では緊張して力が出せなかったこと

が今後の課題です。来年から高校生になります

が、１年からレギュラーをとってインターハイや

2017年のえひめ国体に出て、出るだけじゃなく

て良い結果を残すことが目標です。その目標を達

成するために、ひたすら稽古したいと思います」

あ
な
た
の
「
婚
活
」、
私
た
ち
が
応
援
し
ま
す

独身の20歳～45歳までの男性と、独身の

20歳以上の女性限定♥
「恋人の聖地」セントクリアリーフで、ス

イーツビュッフェや相性占いなどを楽しん

でみませんか。

参加申し込みは10/1～10/31まで！

詳しくはお問い合わせください。

　　市教育委員会 生涯学習課

　☎0894（62）6415

E-mail:s-gakushuuka@city.seiyo.ehime.jp
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　８
月
19
日（
火
）午
後
７
時
30
分
か
ら
、
西

予
市
立
幼
稚
園
統
合
調
印
式
が
野
村
林
業
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　野
村
・
大
和
田
・
渓
筋
・
中
筋
・
河
成
地

区
の
各
幼
稚
園
保
護
者
代
表
と
地
域
代
表
に

よ
っ
て
署
名
が
な
さ
れ
、
幼
稚
園
再
編
推
進

委
員
長
の
原
井
川
友
美
（
は
ら
い
か
わ
・
ゆ

み
）
さ
ん
に
よ
っ
て
堀
田
利
知
教
育
委
員
長

へ
統
合
同
意
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　統
合
同
意
書
の
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
統
合
時
期
…
平
成
27
年
４
月
１
日

◎
統
合
場
所
…
現
野
村
幼
稚
園

◎
名
称
…
西
予
市
立
野
村
幼
稚
園

　
　市
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
３
０

問 西
予
市
立
幼
稚
園 

統
合
調
印
式

▲「オフセット・クレジット」でカーボンオフセット
されたトマト商品（岐阜県加茂分東白川村）

「オフセット・クレジット」

の販売で

循環型社会構築プロジェクト

を進めています！

　　市役所 経済振興課☎0894（62）6429問

　市では、地球温暖化対策と温室効果ガスの排出を

抑えるために「西予市オフセット・クレジット（Ｊ

－VER）」を販売し、森林資源の保護やジオパーク

推進活動に活用しています。

　「西予市オフセット・クレジット（Ｊ－VER）」と

は、簡単にいうと市内の森林が持つCO₂吸収量を

金額に変えたもの（クレジット）を企業が買い取っ

て、地球温暖化防止や社会貢献活動に役立てようと

するもののことで（オフセット）、この取り組み全

体を「西予市カーボン・オフセット事業」（二酸化

炭素を相殺する事業）といいます。

　ちなみに、目に見えないCO₂量は、環境省が認

定した概念で金額に変えていきます。西予市は森林

のCO₂吸収量が3,973ｔと換算されていますので、

その量を「トン当たり」の単価でお金に置き換えて

（１ｔ＝10,000円）販売しています。

　昨年は伊予銀行・愛媛銀行・ＪＡ東宇和サービス

にオフセット・クレジットを購入していただきまし

た。各企業は、自社が持つ公用車などが排出している

CO₂量をオフセット・クレジットで相殺しています。

　今回、西予市では、市が発注する工事や建設事業

を落札した事業者にオフセット・クレジットの購入

を勧める事業を始めました。このことは、市と企業

が一体となった社会貢献の一つでもあります。

　購入いただいた資金は「せいよ夢基金」に貯め

て、森林資源の保護や四国西予ジオパークの活動支

援に利用することにしています。今後も西予市オフ

セット・クレジット（J－VER）の普及と温暖化防止

活動を進めていきますので、ご協力をお願いします。

西予市カーボン・オフセット協力企業名（敬称略）

◎株式会社西建設 代表取締役 二宮実千雄（野村町）
◎有限会社林建材水道 代表取締役 池内嘉克（野村町）
◎株式会社菱和設計コンサルタント 代表取締役 今
村太紀（松山市）（平成26年8月1日現在）
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１
６

「
お
ば
け
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
さ
ん
」
安

西
水
丸
（
著
）
教
育
画
劇
（
発
）
…
お
ば
け

の
ぼ
ん
ち
ゃ
ん
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
さ
ん

が
み
ん
な
だ
い
す
き
。
う
さ
ぎ
さ
ん
に
は
う

さ
ぎ
の
形
の
う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん
ア
イ
ス
、
お
さ

る
く
ん
ア
イ
ス
や
ぞ
う
さ
ん
ア
イ
ス
。
ぴ
ょ

ん
ぴ
ょ
ん
、
き
ゃ
っ
き
ゃ
っ
、
ば
ふ
ぉ
ば

ふ
ぉ
と
み
ん
な
大
喜
び
！

　夏
の
疲
れ
が
出
る
頃
で
す
。
次
の
よ
う
な

本
を
参
考
に
し
て
、
日
々
を
健
康
に
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
。

「
３
日
間
『
食
事
』
を
変
え
れ
ば
、
疲
れ
が

と
れ
る
！
悩
み
が
消
え
る
！
」
蓮
村
誠（
著
）

三
笠
書
房
（
発
）
…
著
者
は
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
卒
業
後
、
マ
ハ
リ
シ
・
ア
ー
ユ
ル

ヴ
ェ
ー
ダ
認
定
医
に
。
他
に
「
毒
を
出
す
食

た
め
る
食
」
な
ど
の
著
書
が
あ
り
ま
す
。

「
野
菜
の
ご
ち
そ
う 

お
寺
の
常
備
菜
と

お
か
ず
」
松
原
真
紗
子
（
著
）
大
和
書
房

（
発
）
…
寺
の
精
進
料
理
を
毎
日
の
献
立
に

活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
一
日
５
分
！
足
指
を
そ
ら
す
と
健
康
に
な

る
」
湯
浅
慶
朗（
著
）
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所（
発
）

「
い
や
！
と
い
う
ほ
ど
体
が
か
た
い
人
の
た

め
の
ら
く
ら
く
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
」
小
林
邦

之
（
著
）
新
星
出
版
社
（
発
）

三
瓶
分
館

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
が
便
利

　図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
探
し
た
本
に
、

利
用
者
番
号
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
こ

と
で
予
約
が
で
き
ま
す
。

　パ
ス
ワ
ー
ド
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
。
利
用
者
カ
ー
ド
と
身
分
証
明
書
を
持
っ

て
、
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
の
本

が
用
意
で
き
次
第
、
電
話
か
パ
ソ
コ
ン
・
携

帯
電
話
（
一
部
送
信
で
き
な
い
場
合
あ
り
）

の
Ｅ
メ
ー
ル
で
連
絡
し
ま
す
。

絵
本
で
子
育
て
応
援
！

　小
さ
な
お
子
さ
ん
と
向
き
合
う
日
々
。
か

わ
い
い
け
れ
ど
大
変
。
悩
み
や
不
安
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。

　「絵
本
タ
イ
ム
」
を
持
つ
と
、
絵
本
か
ら

笑
い
や
ゆ
と
り
も
も
ら
え
ま
す
し
、
反
応
す

る
お
子
さ
ん
の
姿
に
驚
い
た
り
感
動
し
た
り

し
ま
す
よ
。
子
育
て
、
家
族
、
愛
情
の
形
に

も
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
し
ね
。

　一
日
わ
ず
か
な
時
間
で
オ
ッ
ケ
ー
。
絵
本

を
仲
立
ち
に
、
子
ど
も
さ
ん
を
ギ
ュ
ッ
、
心

も
ギ
ュ
ッ
！
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
図
書

館
で
は
「
お
悩
み
、
こ
ん
な
と
き
に
絵
本
」

や
「
赤
ち
ゃ
ん
に
お
す
す
め
の
絵
本
」
な

ど
、
テ
ー
マ
展
示
も
行
い
、
絵
本
で
子
育
て

応
援
し
て
い
ま
す
。

野
村
分
館

　普
堂
山
妙
見
寺
本
堂
（
城
川
町
窪
野
）

は
、
八は

ち

蔵ぞ
う

大
工
遺
構
の
中
で
最
高
の
も
の
で

す
。
妙
見
寺
は
、
中
野
川
長
山
氏
（
修
験

道
）
の
個
人
所
有
の
仏
堂
で
す
。

　川
原
八
蔵
大
工
は
、
家
族
と
と
も
に
窪
野

中
野
川
に
住
み
込
み
、
約
10
年
の
長
い
年
月

を
か
け
、ほ
と
ん
ど
一
人
で
施
工
し
ま
し
た
。

落
成
は
明
治
28（
１
８
９
５
）年
。
屋
根
部
は

と
も
か
く
と
し
て
、
建
築
部
分
と
彫
刻
部
分

を
一
人
の
大
工
の
手
で
仕
上
げ
ら
れ
た
も
の

の
例
と
し
て
は
珍
し
く
、
八
蔵
大
工
の
技
術

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。

　堂
の
構
造
は
、
桁け

た

行ゆ
き

三
間
、
梁は

り

間ま

三
間
で

単
層
、
屋
根
は
宝ほ

う

形ぎ
ょ
う

づ
く
り
で
す
。
柱
は
円

柱
と
角
柱
。
正
面
に
は
唐か

ら

破は

風ふ

つ
き
の
向こ

う

拝は
い

を
つ
け
て
お
り
、
天
井
は
格
子
天
井
で
十
二

支
の
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
厨ず

子し

壇だ
ん

の
奥

行
を
取
る
た
め
、
梁
間
を
半
間
伸
ば
す
の
に

角
柱
を
用
い
、
梁
間
を
半
間
伸
ば
し
な
が
ら

屋
根
を
宝
形
に
す
る
た
め
に
背
面
を
地ぢ

垂だ
る

木き

の
み
と
し
て
飛ひ

え
ん
垂
木
を
省
略
し
て
い
ま

す
。
円
柱
の
柱
頭
を
粽
に
し
た
点
、
台だ

い

輪わ

を

用
い
た
点
、
斗と

栱き
ょ
う

和わ

様よ
う

出で

組ぐ
み

や
木き

鼻ば
な

の
絵え

様よ
う

彫
刻
な
ど
唐か

ら

様よ
う

と
和
様
を
巧
み
に
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
龍
澤
寺
の
長
州
大
工
の
彫
り
物

な
ど
と
見
比
べ
て
遜
色
の
な
い
優
れ
た
堂
宇

で
、参
拝
者
の
目
を
見
張
ら
せ
て
い
ま
す
。

　八
蔵
大
工
は
他
に
野
井
川
河か

わ

内ち

神
社
の
拝

殿
向
拝
、
合ご

う

良ら

橋
の
設
計
、
下さ

が

里り

の
長
山
家
、

中
野
川
の
土
蔵
、
窪
野
小
学
校
の
改
築
な

ど
に
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。
大
正
２

（
１
９
１
３
）年
２
月
30
日
に
亡
く
な
り
、

窪
野
・
井せ

い

谷こ
く

寺じ

に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員

　芝

　昭
彦
）

妙み
ょ
う

見け
ん

寺じ

本
堂
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９

迫
り
く
る
大
地
震
に
備
え
て

「
緑
内
障
」か
ら
あ
な
た
の
眼
を
守
る
た
め
に 

井
上
眼
科
　井
上
英
幸
　

◎
寝
て
い
る
場
所
は
窓
の
近
く
で
は
な
い
か

（
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
ケ
ガ
を
す
る
危
険
が

あ
る
た
め
）

◎
寝
室
に
ス
リ
ッ
パ
・
靴
な
ど
を
準
備
し
て

い
る
か
（
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
で
足
を
ケ

ガ
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
）

◎
玄
関
・
勝
手
口
な
ど
、
外
へ
の
避
難
通
路

が
家
具
の
転
倒
で
ふ
さ
が
れ
な
い
か

◎
バ
ル
コ
ニ
ー
・
ベ
ラ
ン
ダ
の
手
す
り
な

ど
、
落
下
し
や
す
い
と
こ
ろ
に
植
木
鉢
を

置
い
て
い
な
い
か

◎
火
元
近
く
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
な
い
か

過
去
の
地
震
を
教
訓
に

　阪
神
淡
路
大
震
災
（
平
成
７
年
）
で
は
、

亡
く
な
っ
た
方
の
８
割
が
家
具
の
転
倒
や
家

が
倒
壊
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
圧
死
で
し
た
。

長
ら
く
大
地
震
が
発
生
し
て
い
な
い
愛
媛
県

で
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
と
同
じ
よ
う
に
、
揺
れ
に

よ
る
被
害
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　被
害
を
最
小
限
に
抑
え
て
家
族
の
命
を
守

る
た
め
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
参
考
に
家
族

会
議
を
開
き
、
家
庭
内
の
地
震
対
策
を
再
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
今
後
30
年
以
内
に

70
％
程
度
の
確
立
で
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
西
予
市
内
で
は
震
度
６
強
か
ら

７
の
揺
れ
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
、
地
震
が
起
き
た
と
き
、
あ
な
た
の
家

庭
で
は
災
害
に
対
す
る
備
え
は
で
き
て
い
ま

す
か
。
少
し
で
も
被
害
を
軽
く
す
る
た
め

に
、
も
う
一
度
周
り
に
目
を
向
け
て
、
地
震

対
策
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
内
の
地
震
対
策
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

◎
家
庭
で
保
存
し
て
い
る
も
の
を
活
用
し
て
、

最
低
で
も
７
日
分
の
食
料
と
水
を
確
保
で

き
る
か
（
う
ち
３
日
分
は
非
常
持
ち
出
し

袋
の
中
に
準
備
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
）

◎
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
・
衣
類
・
薬
品
な
ど

の
準
備
は
で
き
て
い
る
か

◎
家
具
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
転
倒
防
止
は
で
き

て
い
る
か

◎
家
具
な
ど
の
上
に
落
下
す
る
と
危
険
な
も

の
を
置
い
て
い
な
い
か

◎
照
明
器
具
・
額
縁
・
吊
り
棚
な
ど
が
落
ち

て
こ
な
い
か

　眼
科
医
は
眼
圧
・
眼
底
・
視
野
検
査
な
ど

を
行
い
ま
す
が
、
近
年
、
最
新
の
進
歩
し
た

「
光
干
渉
断
層
計（
Ｏ
Ｃ
Ｔ
）」
を
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
早
期
の
緑
内
障
を
診
断
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
緑
内
障
Ｏ
Ｃ

Ｔ
診
断
時
代
の
幕
開
け
で
す
。
そ
し
て
治
療

の
基
本
と
し
て
は
、
目
薬
で
眼
圧
を
安
全
な

レ
ベ
ル
ま
で
下
げ
る
こ
と
を
行
い
ま
す
。
痛

み
を
伴
う
病
気
の
場
合
は
治
療
の
必
要
性
を

理
解
し
や
す
い
の
で
す
が
、
緑
内
障
は
自
覚

症
状
が
現
れ
に
く
い
た
め
治
療
は
必
要
な
い

と
思
っ
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ
う
で
す
。
目

薬
に
よ
る
治
療
を
自
己
判
断
で
中
止
し
、
視

野
狭
窄
が
進
行
し
て
し
ま
う
患
者
さ
ん
が
多

い
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

　緑
内
障
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
治
療
と
管
理

が
必
要
な
病
気
で
す
。
医
師
の
指
示
に
従
っ

て
根
気
よ
く
治
療
を
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
治
療
中
で
も
厳
し
い
制
限
や
注
意
事
項

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
症
状
が

一
時
安
定
し
た
か
に
見
え
て
も
、
ま
た
悪
化

す
る
こ
と
の
あ
る
厄
介
な
病
気
で
す
。
症
状

を
進
行
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
定
期
的
な
通

院
が
と
て
も
重
要
で
す
。
ど
う
か
ゆ
っ
た
り

と
し
た
気
持
ち
で
治
療
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　日
本
人
の
失
明
原
因
疾
患
の
第
１
位
は

「
緑
内
障
」
で
す
。
治
療
せ
ず
に
放
っ
て
お

く
と
失
明
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

日
本
緑
内
障
学
会
が
行
っ
た
大
規
模
調
査
で

は
、
40
歳
以
上
の
20
人
に
１
人
が
緑
内
障
と

推
定
さ
れ
、
総
計
す
る
と
４
０
０
万
人
近
く

の
患
者
さ
ん
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
発

症
は
加
齢
と
と
も
に
上
昇
し
、
70
歳
以
上
に

な
る
と
８
人
に
１
人
が
緑
内
障
を
発
症
し
て

い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
緑
内
障
が
あ
る
の

に
、
９
割
近
く
の
人
が
ま
だ
気
づ
い
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　緑
内
障
は
、
眼
圧
の
上
昇
な
ど
に
よ
っ
て

視
神
経
が
障
害
さ
れ
て
、
視
野
が
欠
け
て
い

く
病
気
で
す
。
一
度
視
野
が
欠
け
る
と
元
に

は
戻
ら
な
い
た
め
、
手
遅
れ
に
な
る
前
に
治

療
を
し
、進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
だ
し
、
眼
圧
が
正
常
で
も
安
心
で
き
ま

せ
ん
。
目
の
強
さ
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
、
眼
圧
が
正
常
で
も
緑
内
障
に
な
る
人
が

日
本
人
に
は
最
も
多
い
の
で
す
（
患
者
さ
ん

の
約
７
割
が
「
正
常
眼
圧
緑
内
障
」）。
進
行

し
て
初
め
て
気
づ
く
こ
と
が
多
い
た
め
、
40

歳
を
過
ぎ
た
ら
定
期
的
に
眼
科
で
検
診
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
よ
も
や
ま
話
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募集

　お
イ
ネ
さ
ん
も
歩
い
た
と
い
わ
れ
る
「
笠

置
街
道
」
を
歩
き
、
西
四
国
最
古
の
前
方
後

円
墳
「
笠
置
峠
古
墳
」
な
ど
を
め
ぐ
り
ま
す
。

日
時

　10
月
26
日（
日
）

　午
前
９
時
30
分
ま
で
に
Ｊ
Ｒ
伊
予
石
城
駅

前
に
集
合

参
加
費

　５
０
０
円
（
昼
食
代
・
保
険
代
）

申
込
期
限

　10
月
17
日（
金
）

申
込
方
法

　お
電
話
に
て

　
　市
教
育
委
員
会 

文
化
体
育
振
興
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
６

　伯
方
の
塩
工
場
見
学
と
、
大
山
祗
（
お
お

や
ま
ず
み
）
神
社
参
拝
の
旅
に
出
か
け
ま

し
ょ
う
。「
お
イ
ネ
号
」
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
や
高
齢
者
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒

に
旅
を
楽
し
む
取
り
組
み
で
す
。

募
集
人
数

　85
人
（
先
着
順
）

日
時

　11
月
８
日（
土
）午
前
８
時
～

対
象
者

　障
が
い
の
あ
る
人
、
高
齢
者
、
一
緒
の
旅

「
笠
置
街
道
」を
歩
こ
う

問「
お
イ
ネ
号
」で
旅
を
し
よ
う

を
楽
し
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
費

　大
人
（
高
校
生
以
上
）
３
、５
０
０
円
▼

中
学
生
以
下
（
幼
児
含
む
）
２
、０
０
０
円

募
集
期
間
　
９
月
29
日（
月
）～
10
月
17
日（
金
）

申
込
方
法

　電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

　
　市
社
会
福
祉
協
議
会 
宇
和
支
所

　☎
０
８
９
４（
62
）３
７
７
０

　Ｆ
Ａ
Ｘ
︰
０
８
９
４（
69
）１
３
６
３

問
　親
子
で
ペ
ア
に
な
っ
て
行
う
ヨ
ガ
は
ス
ト

レ
ス
解
消
に
最
適
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
運
動
刺

激
が
子
ど
も
の
心
身
発
育
を
促
し
ま
す
。

対
象
者

　未
就
学
児
の
親
子
や
子
育
て
中
の
保
護
者

日
時

　９
月
26
日（
金
）・
10
月
24
日（
金
）

　午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場

　宇
和
児
童
館
「
う
わ
っ
こ
」

定
員

　親
子
30
組
（
先
着
順
）

受
講
料

　無
料

申
込
方
法

　お
電
話
に
て

　
　市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　☎
０
８
９
４（
62
）３
７
７
０

育
児
疲
れ
に
最
適
！
親
子
ヨ
ガ

問

講座

せいよこどもグッズまつり2014

掘り出し物がもりだくさん。マイバック持参で、お越しください。

大型商品のじゃんけん大会は、午前10時から開催します！

日時　10月19日（日）　午前９時～11時

会場　宇和体育館（雨天決行）　　　　

出品者募集中！
　衣類（洗濯したもの）、おもちゃ、絵本、CD、ビデオ、ベビーカー、ベビーバス、

チャイルドシート、三輪車、自転車、制服、体操服など、子ども用品で不用になっ

たものを出品していただけませんか。乳幼児から中学生までが使えるものなら何で

もOK！あなたの善意をお待ちしています。

回収期間　10月14日（火）～16日（木）

回収場所　各地区公民館または各地区小学校（期間内に持参ください）

　　　市教育委員会 生涯学習課☎0894（62）6415問

お母さんにゆっくりグッズを見ていただけるよう、子どもたちを対象

に「遊びのコーナー」を設けています！

2014　10月 12

◎
留
守
番
電
話
機
能
付
き
の
電
話
を
購
入
し
、

在
宅
時
も
留
守
番
に
設
定
し
ま
し
ょ
う

◎
電
話
帳
か
ら
名
前
を
消
し
ま
し
ょ
う
（
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

－

５

０
６
３
０
９
に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
犯
人
か
ら
の
電
話
に
は
「
警
察
官
の
親
」

に
な
り
す
ま
し
て
く
だ
さ
い
！
（
県
警
に

勤
め
て
い
る
息
子
に
相
談
し
て
か
ら
…

と
返
事
を
し
て
く
だ
さ
い
）

こ
ん
な
電
話
は
詐
欺
で
す
！

　「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
か
宅
配
便
で
現
金
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
」、「
私
の
代
わ
り
に
買
っ

て
く
だ
さ
い
。
後
で
高
く
買
い
取
り
ま
す
」、

「
も
し
も
し
オ
レ
だ
け
ど
…
電
話
番
号
が
変

わ
っ
た
か
ら
登
録
し
て
お
い
て
よ
」、「
市
役

警
察
署
だ
よ
り

問
西
予
警
察
署 

☎
０
８
９
４（
62
）０
１
１
０

詐
欺
に
だ
ま
さ
れ
な
い
対
策
は
コ
レ
！

所
の
○
○
で
す
。
医
療
費
の
払
い
戻
し
が
あ

り
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
言
う
と
お
り
に

操
作
し
て
く
だ
さ
い
」、「
値
上
が
り
確
実
な

未
公
開
株
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
儲
か
り
ま
す

よ
。
元
本
を
保
証
し
ま
す
」

　こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、

詐
欺
で
す
。
一
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
や
警

察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　「だ
ま
さ
れ
た
ふ
り
作
戦
」
へ
の
協
力
も

お
願
い
し
ま
す
。
だ
ま
さ
れ
た
ふ
り
を
し
て

電
話
の
内
容
や
犯
人
の
電
話
番
号
な
ど
を
メ

モ
し
、
い
っ
た
ん
切
っ
た
あ
と
、
す
ぐ
に
西

予
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

宇和・明浜地区

10月５日（日）松多クリニック☎0894（62）6655

10月12日（日）矢野整形外科☎0894（62）6698

10月13日（月）二宮医院☎0894（62）0144

10月19日（日）近藤医院☎0894（62）2311

10月26日（日）かどた医院☎0894（62）6722

野村・城川地区

10月５日（日）井関医院☎0894（72）0030	

10月12日（日）おか医院☎0894（72）3456

10月13日（月）野村病院☎0894（72）0180

10月19日（日）野村病院☎0894（72）0180

10月26日（日）野村病院☎0894（72）0180

三瓶地区

10月５日（日）内・外	 八幡浜急患センター☎0894（24）1199

10月12日（日）内・外	八幡浜急患センター☎0894（24）1199

10月13日（月）

内	 八幡浜急患センター
☎0894（24）1199
内	 なかの泌尿器科　　
☎0894（36）1717

10月19日（日）内・外	 八幡浜急患センター☎0894（24）1199

10月26日（日）内・外	 八幡浜急患センター☎0894（24）1199

小児科

10月５日（日）ごうお小児科医院（大洲市西大洲）☎0893（24）3936

10月12日（日）みかんこどもクリニック（八幡浜市白浜通）☎0894（20）8800

10月13日（月）亀井小児科（大洲市東大洲）☎0893（24）3757

10月19日（日）八幡浜急患センター（八幡浜市大平）☎0894（24）1199

10月26日（日）おおむら小児科（内子町城廻）☎0893（44）7117

休 日 当 番 医
変更となる場合があります。念のため医
療機関へ確認の上、お出かけください。

奇数日が野村病院　　
偶数日が西予市民病院10月

市内救急病院
　二次救急（平日夜間および休日）

市立西予市民病院☎0894（62）1121
市立野村病院☎0894（72）0180
二次救急は中症～重症患者の受け入れをする医
療機関です。検査・入院・手術が必要な場合に
備え、医師と外来看護師が当直し、検査・放射
線の技師が待機して救急医療にあたっています。

10,000円で11,000円分のお買いもの

西予市合併10周年記念

プレミアム商品券　発売中！

　１冊（500円券22枚）10,000円。１人10冊まで購入可能。

発売期限は完売まで！お早めにお求めください。

販売期限　　完売まで（最終は平成26年12月31日）
使用期限　　平成26年12月31日
購入対象者　西予市内在住か、市内に勤務している人
使用可能先　市内で「取扱店」として登録している店・事業所
販売場所　　西予市商工会（本所・各支所）ほか指定販売所

商品券取扱店募集！
　取扱店を随時募集しています。登録手続きは無料。市内で事業

を行っている方はぜひご参加ください。

　詳しくはお問い合わせください。

　　市商工会（宇和町卯之町三丁目）☎0894（62）1240問
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が
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、

退
職
し
た
場
合
は
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
に
な
り
ま
す
。（
配
偶
者
の
扶
養
に
入
る

場
合
は
３
号
被
保
険
者
）

　国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
場

合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳
を
持

参
の
上
、
市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手

続
き
く
だ
さ
い
。

　３
号
被
保
険
者
の
人
が
１
号
被
保
険
者
に

な
る
場
合
は
、
配
偶
者
の
勤
め
先
で
３
号
喪

失
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
　宇
和
島
年
金
事
務
所

　☎
０
８
９
５（
22
）５
４
４
０

　失
業
な
ど
で
収
入
が
な
い
と
き
は
、
特
例

に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
が
認
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
配
偶
者
や
世
帯
主

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
、
免
除

が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
）

　特
例
お
よ
び
一
般
の
免
除
申
請
は
、
２
年

１
カ
月
前
の
分
ま
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ
る
と
万
が
一
の
と
き

に
障
害
年
金
な
ど
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
免
除
を
希
望
す
る
人
は
、
お
早

め
の
相
談
・
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　宇
和
島
年
金
事
務
所

　☎
０
８
９
５（
22
）５
４
４
０

問離
職（
失
業
）で
の
保
険
料
免
除

問

　平成27年４月から「子ども・子育て支援新制度」がスタートし

ます。それに伴い、幼稚園・保育所（園）の利用の仕方や申請方法

などが今までと変わります。

　例えば、幼稚園や保育所を利用するとき、市が発行する「認定証」

が来年４月から必要になります。認定証は保護者の就労などに応じ

て、３つの区分に分かれています。

　そのほか、申請の具体的な手続きや保育料・延長料金などは、決

まり次第お知らせします。

平成27年度から

幼稚園・保育所を利用するときは「認定証」が必要になります

幼稚園に入園したいとき
　①直接、幼稚園に利用したいと申し込む（必要に応じて市が利用支援）→②幼稚園から入園の内定→③幼

稚園などを通して利用認定申請→④市から認定証を交付（１号認定）・入園決定

保育所（園）に入所したいとき
　①市に「保育の必要性」の認定を申請（保育所の利用申し込みも同時に可能）→②市から認定証を交付

（２号または３号認定）→③保育所（園）へ、利用したいと申し込む→④申請者の希望や、保育所などの状

況により、市が利用調整後に入所（園）決定

　　市福祉事務所 社会福祉課☎0894（62）6428問

認定証３つの区分
認定区分 年齢 要件 利用先

１号認定 満３歳以上 教育を希望。 幼稚園

２号認定 満３歳以上
「保育の必要な理由」に該当し、保育所などでの
保育を希望。就労形態などにより①か②を選択。
①保育標準時間（11時間）
②保育短時間（８時間）
※延長保育を希望する場合は、延長料金が必要

保育所

３号認定 満３歳未満 保育所

「保育の必要な理由」･･･就労・病気・介護・災害・DVなど

2014　10月 14

　地区全体の夏の交流イベントとして、
盆踊り大会を開催。地域の有志や青年
団、小学生、中学生らボランティアが準
備や当日の進行を行いました。
　奥伊予太鼓保存会の勇壮な演奏が響く
中、地域住民ほか帰省中の家族連れな
ど、たくさんの人でにぎわいました。

せいよ地域づくり交付金で
こんなことやりました

大和田地区むらおこし会
(野村町大和田地区)

地域活性化事業

　棚田百選にも選ばれている田穂地区の
「堂の坂」で、ろうそくの点灯イベント
を実施。辺り一面が夜の中に浮かぶ光の
海と化し、幻想的な光景を演出すること
ができました。
　わずかな工夫ひとつで、地域の違った
風景を創ることができ、新たな発見とな
りました。

魚成地域振興会
(城川町魚成地区)

地域づくり事業

　視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
へ
情
報
提
供
を

行
う
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
ど
も
た
ち
の

読
書
支
援
を
行
う
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
講
座
。受
講
無
料
。初
心
者
歓
迎
！

日
程
（
全
８
回
・
毎
回
木
曜
日
）

　①
10
月
23
日
②
10
月
30
日
③
11
月
６
日
④

11
月
13
日
⑤
11
月
20
日
⑥
11
月
27
日
⑦
12
月

４
日
⑧
12
月
11
日

時
間

　午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場

　市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

講
師

　加
藤
澄
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
松
山
文
化

セ
ン
タ
ー
朗
読
講
師
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）

定
員

　20
人
（
先
着
順
）

募
集
期
限

　10
月
10
日（
金
）

申
込
方
法

　お
電
話
に
て

　
　市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　☎
０
８
９
４（
62
）３
７
７
０

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

問

　コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
交
際
力
の
向
上

な
ど
、
成
婚
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。
参
加
費

無
料
。
全
４
回
。

　独
身
の
皆
さ
ん
ほ
か
、
親
御
さ
ん
や
地
域

で
婚
活
支
援
活
動
を
考
え
て
い
る
人
も
参
加

可
能
。
講
座
内
容
は
「
結
婚
で
き
る
『
婚

学
』
教
室
」
や
「
婚
活
の
仕
方
」、「
自
分
を

磨
こ
う
」、「
原
石
を
探
そ
う
」
な
ど
。

日
時　10

月
30
日（
木
）午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

分
ほ
か
３
日
。
南
予
男
性
・
南
予
女
性
向
け

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り
。
詳
細
は
「
え
ひ
め
結

婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　セ
ミ
ナ
ー
一
覧
」
で
検

索会
場

　松
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

ほ
か
大
洲
喜
多
法
人
会
で
も
開
催

定
員

　１
５
０
人

申
込
方
法

　電
話
か
メ
ー
ル
に
て

「
婚
活
大
学
」で
結
婚
し
よ
う

　
　え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
９（
９
３
３
）５
５
９
６

　メ
ー
ル
：office@

m
sc-ehim

e.jp

問
　紙
類
の
ご
み
を
出
す
と
き
は
、
４
種
類
に

分
け
て
出
す
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
（
①

新
聞
・
チ
ラ
シ
、
②
段
ボ
ー
ル
、
③
紙
パ
ッ

ク
、
④
雑
誌
・
紙
製
容
器
包
装
類
）
が
、
最

近
、
別
の
種
類
の
も
の
が
一
緒
に
縛
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　種
類
ご
と
に
別
々
に
縛
っ
て
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
新
聞
・
チ
ラ
シ

紙
類
は
種
類
ご
と
に
縛
っ
て
！

　新
聞
紙
と
広
告
チ
ラ
シ
は
一
緒
に
縛
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
段
ボ
ー
ル

　断
面
が
波
状
の
も
の
。

③
紙
パ
ッ
ク

　牛
乳
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
紙
パ
ッ
ク
で
、

内
側
が
白
く
、
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
以
上

の
も
の
。
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
未
満
の
も

の
や
、
内
側
に
ア
ル
ミ
箔
が
貼
ら
れ
て
あ
る

も
の
は
対
象
外
。

④
雑
誌
・
紙
製
容
器
包
装
類

　雑
誌
類
（
週
刊
誌
、
単
行
本
、
カ
タ
ロ
グ
、

ノ
ー
ト
な
ど
）・
紙
製
容
器
包
装
類（
包
装
紙
、

紙
袋
、
紙
箱
、
封
筒
な
ど
）

　
　市
役
所 

環
境
衛
生
課

　☎
０
８
９
４（
62
）１
１
３
２

　会
社
に
勤
め
て
い
る
と
き
は
、
大
半
の
人

問退
職
し
た
ら
年
金
手
続
き
を

お知
らせ
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　10
月
17
日（
金
）か
ら
23
日（
木
）は
「
薬
と
健
康

の
週
間
」
で
す
。
服
用
す
る
と
き
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
安
全
、
効
果
的
に
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。

用
法
・
用
量
を
守
る

　自
分
の
判
断
で
使
用
量
や
回
数
を
増
減
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
飲
め
ば
よ
く
効
く
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
決
め
ら
れ
た
量
以
上
を
服
用

す
る
と
、
副
作
用
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

服
用
時
間
を
守
る

　食
前
…
食
事
の
お
よ
そ
30
分
前

　食
後
…
食
事
の
お
よ
そ
30
分
後

　食
間
…
食
事
と
食
事
の
間（
食
事
の
お
よ
そ
２
時
間
後
）

　頓
服
…
痛
み
や
熱
の
症
状
が
あ
る
と
き

お
年
寄
り
は
特
に
注
意

　お
年
寄
り
は
複
数
の
薬
を
併
用
し
て
い
る
場
合

が
多
く
、
加
齢
に
よ
っ
て
体
の
機
能
が
低
下
し
て

い
る
た
め
、
薬
が
強
く
効
き
す
ぎ
て
副
作
用
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
体
調
の
変
化
を
感
じ
た

場
合
は
、
自
分
で
判
断
せ
ず
、
医
師
や
薬
剤
師
に

伝
え
て
判
断
を
仰
ぐ
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

古
い
薬
は
使
用
し
な
い

　有
効
期
限
の
切
れ
た
薬
は
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

残
っ
て
し
ま
っ
た
薬
は
、
使
用
期
限
に
関
わ
ら
ず

処
分
し
ま
し
ょ
う
。
似
た
よ
う
な
症
状
が
出
た
と

き
に
自
分
の
判
断
で
使
用
す
る
の
は
危
険
で
す
。

　
　県
薬
務
衛
生
課

　☎
０
８
９（
９
１
２
）２
３
９
１

薬
は
正
し
く
服
用
し
ま
し
ょ
う

問

　城
川
地
区
４
校
（
遊
子
川
小
・
土
居
小
・
高
川

小
・
魚
成
小
）
を
統
合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
保

護
者
と
地
域
の
方
々
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
今
後

は
学
校
再
編
推
進
委
員
会
を
設
置
し
て
、
詳
細
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
　市
教
育
委
員
会 

教
育
総
務
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
３
０

　終
戦
当
時
、
海
外
か
ら
の
引
揚
者
が
、
上
陸
地

の
税
関
か
海
運
局
な
ど
に
預
け
て
い
る
通
貨
や
証

券
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

ご
本
人
の
ほ
か
、ご
家
族

か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　松
山
税
関
支
署 

宇
和
島
出
張
所

　☎
０
８
９
５（
22
）１
２
５
４

　松
山
自
動
車
道
（
松
山
Ｉ
Ｃ
～
大
洲
Ｉ
Ｃ
間
）

を
４
夜
間
通
行
止
め
と
し
ま
す
。

日
時

　10
月
27
日（
月
）～
30
日（
木
）

　午
後
８
時
～
翌
朝
６
時

迂
回
路

　県
道
伊
予
川
内
線
お
よ
び
国
道
56
号

四
国
夜
間
工
事
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

http://w
w
w.w

-nexco.co.jp/shikoku-yakan/

　
　西
日
本
高
速
道
路
㈱
四
国
支
社 

愛
媛
高
速

道
路
事
務
所
☎
０
８
９（
９
０
５
）０
１
８
１

城
川
地
区
の
小
学
校
を
再
編

問引
揚
者
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
還

問高
速
道
路
の
夜
間
通
行
止
め

問

第
64
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
標
語
　
優
秀
作
品

　市
内
の
小
学
５
年
生
が
作
っ
た
標
語
の
中
か
ら
、
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

明
浜

思
い
や
り

　相
手
の
立
場
に

　立
っ
て
み
て 

三
好

　陽ひ

菜な（
俵
津
小
）

「
あ
り
が
と
う
」
　み
ん
な
の
心
に

　花
が
咲
く 

川
原

　亨と
お
る（
同
）

み
ん
な
で
ね

　話
せ
ば
き
っ
と

　笑
顔
咲
く 

谷
口

　凜り
ん

菜な（
狩
江
小
）

あ
い
さ
つ
で

　み
ん
な
の
心
が

　つ
な
が
る
よ 

山
野

　結ゆ
い

花か（
高
山
小
）

夢
を
も
ち

　明
日
に
向
か
っ
て

　一
歩
ず
つ 

堀
川

　慶け
い

都と（
田
之
浜
小
）

宇
和

こ
ん
に
ち
は
！

　元
気
な
声
は

　笑
顔
に
変
わ
る 

三
瀬

　ほ
の
香か（
多
田
小
）

み
ん
な
笑
顔

　や
さ
し
い
言
葉
で

　広
げ
よ
う 

梶
原

　結ゆ

衣い（
同
）

あ
い
さ
つ
で

　た
く
さ
ん
笑
顔
を

　増
や
そ
う
よ 

戸
田

　愛あ
い

華か（
同
）

助
け
合
う

　優
し
い
心
が

　う
れ
し
い
よ 

岡
田

　優ゆ
う

作さ
く（
同
）

あ
い
さ
つ
で

　心
の
手
と
手
を

　つ
な
ご
う
よ 

宇
都
宮

　未み

来く（
石
城
小
）

あ
い
さ
つ
は

　み
ん
な
の
心
が

　開
く
ド
ア 

宇
都
宮

　優ゆ
う

香か（
同
）

思
い
や
り

　そ
し
て
み
ん
な
が

　い
い
笑
顔 

武
久

　菜な

緒お（
同
）

か
が
や
い
た

　え
が
お
の
花
は

　社
会
の
わ 

鶴
澤

　未み

来く（
宇
和
町
小
）

さ
か
せ
よ
う

　思
い
や
り
で

　育
て
た
笑
顔 

　兵
頭

　歩ほ

乃の

美み（
同
）

笑
顔
は
ね

　心
を
き
れ
い
に

　す
る
ん
だ
よ 

上
田

　琴こ
と

葉は（
同
）

お
は
よ
う
と

　元
気
な
一
日

　は
じ
ま
る
よ 

永
田

　祐ゆ
う

太た

朗ろ
う（
同
）

あ
り
が
と
う

　未
来
に
つ
な
ぐ

　愛
言
葉 

薬
師
寺

　佑ゆ
う

貴き（
同
）

笑
顔
は
ね

　自
分
で
作
る

　エ
ネ
ル
ギ
ー 

河
野

　鈴す
ず（

同
）

や
さ
し
さ
は

　心
笑
顔
に

　な
っ
て
い
く 

松
枝

　采あ
や

奈な（
同
）

笑
顔
は
ね

　咲
け
ば
咲
く
ほ
ど

　す
て
き
だ
よ 

田
中

　瀬せ

羅ら（
同
）

あ
い
さ
つ
で

　明
る
い
と
び
ら

　開
き
ま
し
ょ
う 

水
元

　瞭り
ょ
う（
皆
田
小
）

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

　や
さ
し
い
言
葉

　う
れ
し
い
な 

别
府

　尚な
お

樹き（
明
間
小
）

は
ん
ざ
い
は

　み
ん
な
の
え
が
お
を

　う
ば
い
と
る 

大
塚

　理り

紗さ（
田
之
筋
小
）

友
だ
ち
に

　わ
け
よ
う
え
が
お

　あ
た
た
か
い 

佐
々
木

　妃ひ

南な（
同
）
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た
く
さ
ん
の

　え
が
お
が
さ
い
た

　い
い
日
だ
な 

堺

　未み

来く（
同
）

野
村

「
ど
う
し
た
の
？
」
　ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ

　思
い
や
り 

藤
川

　翔れ
ん（

野
村
小
）

世
界
で
も

　う
れ
し
い
言
葉

　あ
り
が
と
う 

西
森

　剛こ
う

雅が（
同
）

が
ん
ば
ろ
う

　元
気
な
あ
い
さ
つ

　乙
亥
里 

佐
藤

　陸り
く

飛と（
同
）

「
大
丈
夫
？
」
　そ
の
一
言
で

　笑
顔
咲
く 
和
氣

　琴こ
と

音ね（
同
）

あ
い
さ
つ
は

　言
葉
で
つ
な
ぐ

　あ
く
手
だ
ね 
江
里

　友と
も

花か（
同
）

あ
い
さ
つ
は

　笑
顔
あ
ふ
れ
る

　愛
言
葉 

池
内

　友ゆ

唯い（
同
）

い
じ
め
の
芽

　つ
み
と
り
ぼ
く
た
ち

　仲
よ
し
だ 

上
杉

　悠ゆ
う

吾ご（
大
和
田
小
）

た
く
さ
ん
の

　笑
顔
の
花
が

　咲
い
て
い
る 

川
崎

　愛あ

結ゆ

花か（
渓
筋
小
）

声
か
け
て

　困
っ
て
い
る
人

　な
く
そ
う
よ 

河
野

　隼し
ゅ
ん

介す
け（
中
筋
小
）

声
か
け
て

　う
れ
し
い
気
持
ち

　広
げ
よ
う 

棟
田

　萌も

も々

花か（
河
成
小
）

ぜ
っ
た
い
に

　し
た
ら
い
け
ん
よ

　悪
い
こ
と�

赤
松

　大た
い

雅が（
惣
川
小
）

人
は
だ
れ
で
も

　み
ん
な
の
手
を

　き
っ
と
も
と
め
る 

有
間

　照て
る

紗さ（
大
野
ヶ
原
小
）

城
川

あ
り
が
と
う

　き
づ
な
深
め
る

　合
言
葉 

浦
部

　崚り
ょ
う

祐す
け（
遊
子
川
小
）

声
か
け
て

　広
げ
て
い
こ
う

　明
る
い
輪�

浦
田

　汐し
お

里り（
土
居
小
）

ハ
イ
タ
ッ
チ

　み
ん
な
で
あ
い
さ
つ

　笑
顔
で
ね 

芝

　英ひ
で

明あ
き（

高
川
小
）

お
は
よ
う
は

　一
日
は
じ
ま
る

　あ
い
こ
と
ば 

二
宮

　響ひ
び
き（

魚
成
小
）

未
来
へ
の

　希
望
の
光

　消
さ
な
い
で 

宇
都
宮

　諒り
ょ
う（

同
）

三
瓶

「
こ
ん
に
ち
は
」

　心
が
通
じ
る

　そ
の
し
ゅ
ん
か
ん 

増
田

　陽は
る

斗と（
三
瓶
小
）

「
あ
り
が
と
う
」

　き
ず
な
が
ふ
か
ま
る

　ま
ほ
う
の
言
葉 

磯
崎

　愛あ
い

和な（
同
）

あ
い
さ
つ
が

　今
日
の
一
日

　動
か
す
よ 

山
本

　宙そ
ら（
同
）

「
こ
ん
に
ち
は
」

　笑
顔
が
一
つ

　ま
た
ふ
え
た 

井
上

　珠し
ゅ

莉り（
同
）

広
げ
よ
う

　一
人
一
人
の

　思
い
や
り 

濵
松

　海う

響き
ょ
う（
同
）

「
あ
り
が
と
う
」
　心
を
つ
な
ぐ

　エ
ー
ル
だ
よ 

三
好

　勇ゆ
う

生き（
同
）

に
っ
こ
り
と

　わ
ら
え
ば
え
が
お
が

　あ
ふ
れ
だ
す 

濱
口

　飛あ
す

鳥か（
同
）

自
分
か
ら

　ち
ゃ
ん
と
言
お
う

　「ご
め
ん
な
さ
い
」 

川
﨑
ジ
ョ
シ
ュ
ア
武む

さ
し蔵（

同
）

両→②の税額（平成28年度から）　平成28年度に③の税額になるのは、初度検査年月が平成14年以前の車

両です。 　　市役所 税務課☎0894（62）6401

※

問

平成26年度税制改正により 軽自動車の税率が上がります（平成27年度から）

　原動機付自転車などは（表１）のとお

り、平成27年度から税額が改正され

ます。軽自動車のうち、三輪と四輪以

上のものは（表２）のとおり改正されま

す。ただし改正後の税率は、平成27

年４月１日以後に最初の新規検査を受

ける車両から適用されます。自動車車

検証の「初度検査年月」から13年を

経過した軽四輪車などに対しては③重

課税が適用されます。

　平成27年３月31日

以前に新規登録した車

両→①の税額

　平成27年４月１日

に新規登録した車両→

②の税額

　平成27年４月２日

以降に新規登録した車

※

※

※

表１

車 両 区 分
税　率

現在 改正後
（平成27年度から）

原動機付自転車

50cc以下 1,000円 → 2,000円
50cc超90cc以下 1,200円 → 2,000円
90cc超125cc以下 1,600円 → 2,400円
ミニカー 2,500円 → 3,700円

軽二輪（125cc超250cc以下） 2,400円 → 3,600円
小型二輪（250cc超） 4,000円 → 6,000円
専ら雪上を走行するもの 2,400円 → 3,000円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円 → 2,400円
その他 4,700円 → 5,900円

表２

車 両 区 分
税　率

①現在 ②改正後
（平成27年度から）

③重課税
（平成28年度から）

三輪の軽自動車 3,100円 →  3,900円 →  4,600円

四輪以上の
軽自動車　

乗　用
営業用 5,500円 →  6,900円 →  8,200円
自家用 7,200円 → 10,800円 → 12,900円

貨物用
営業用 3,000円 →  3,800円 →  4,500円
自家用 4,000円 →  5,000円 →  6,000円
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相談

　総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
皆
さ
ん
と
役
所
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ
て
、

道
路
や
交
通
安
全
、
登
記
、
消
費
生
活
、
社

会
福
祉
、
公
害
対
策
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
に
関
す
る
意
見
や
相
談
に
乗
り
ま
す
。

　10
月
20
日（
月
）～
26
日（
日
）は
「
秋
の
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。
市
の
行
政
相
談
委
員

ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
に
ご
相
談
を

　行
政
相
談
日
は
、
Ｐ
21
の
「
各
種
相
談
」

欄
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

市
の
行
政
相
談
委
員

◎
宇
都
宮

　豊
子
さ
ん
（
明
浜
地
区
）

◎
西
田

　光
和
さ
ん
（
野
村
地
区
）

◎
宇
都
宮

　久
幸
さ
ん
（
三
瓶
地
区
）

◎
菊
池

　邦
子
さ
ん
（
宇
和
地
区
）

◎
兵
頭

　三
樹
さ
ん
（
城
川
地
区
）

　
　市
役
所 

総
務
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
０

　公
正
役
場
で
は
、
当
事
者
の
依
頼
に
よ
り

問遺
言
な
ど
は
公
正
証
書
で

公
正
証
書
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
正
証
書
に
は
、
遺
言
公
正
証
書
や
任
意
後

見
契
約
公
正
証
書
な
ど
が
あ
り
、
高
い
証
明

力
が
あ
り
ま
す
。
法
律
行
為
の
確
実
を
期
す

た
め
に
公
正
証
書
を
作
成
し
た
り
、
認
証
を

受
け
た
り
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　10
月
１
日（
水
）～
７
日（
火
）は
公
正
週
間

で
す
。
こ
の
期
間
中
、
公
正
役
場
で
は
電
話

で
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　相
談
は
無
料
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
　八
幡
浜
公
正
役
場

　☎
０
８
９
４（
22
）２
０
７
０

　宇
和
島
公
正
役
場

　☎
０
８
９
５（
25
）２
２
９
２

問

漢
詩

東
宇
和
吟
社

長
男
風ふ

う

希き

広
島
大
学
登と

う

第だ
い

書
感

�

浜
田

　松
哺

十
八
の
人
生

　谷こ
く

鶯お
う

の
如
く

積せ
き

重ち
ょ
う

の
蛍け

い

雪せ
つ

　春
を
報
じ
て
明
ら
か
な
り

青せ
い

空く
う

　愈い
よ
い
よ

望
ん
で
飛ひ

翔し
ょ
う

好よ

し

宿し
ゅ
く

志し

　雲
に
乗
じ
て
鯉り

城じ
ょ
う

を
繞め

ぐ

る

川
柳

川
柳
明
浜

ど
こ
に
で
も
あ
る
幸
せ
に
今
感
謝

�

門
田
喜
代
嗣

平
等
は
女
性
の
肩
が
み
な
怒い

か

る

�

本
堂
カ
ネ
子

友
は
よ
し
互
い
に
多
く
語
ら
ね
ど

�

宇
都
宮
広
二

短
歌

三
瓶
短
歌
会

蝉
追
い
て
い
た
る
日
迎
え
し
終
戦
も
六
十
九

年
か
今
日
も
せ
み
鳴
く�

酒
井
タ
ツ
子

歌
い
踊
る
「
あ
し
だ
ま
な
ち
ゃ
ん
」
可
愛
い

な
あ
我
も
身か

ら
だ体
を
揺
す
り
て
笑え

ま
う

�

川
崎
不
二
子

ビ
ニ
ー
ル
の
ホ
ー
ス
に
し
か
と
し
が
み
つ
き

や
ご
の
脱ぬ

け

殻が
ら

天
睨に

ら

み
お
り�

大
和
田
澄
男

俳
句

田
之
浜
俳
句
会

農
道
に
台
風
避
難
の
乗
用
車�

中
山

　萬
綱

自
生
す
る
つ
る
む
ら
さ
き
を
お
ひ
た
し
に

�

山
本
つ
る
子

た
は
ぶ
れ
る
光
と
風
と
ね
こ
じ
ゃ
ら
し

�

二
宮
八
千
代

た
わ
ら
ご
俳
句
会

一ひ
と

囃は
や

子し

蝉
高た

か

鳴な

き
て
沈
黙
す�

小
濱

　喜
洲

広
　
報
　
文
　
芸

宅 地 好 評 分 譲 中

さくら団地　59区画分譲中（先着順）
所在地　宇和町さくら

分譲価格　4,357,830円 ～ 9,176,490円

土地面積　164.41㎡    ～ 374.54㎡

　　　　（49.73坪）  　  （113.29坪）

みどり団地（第２期）　13区画分譲中（先着順）
所在地　宇和町伊賀上

分譲価格　11,012,800円 ～ 19,075,000円

土地面積　227.56㎡     ～ 450.43㎡

　　　　（68.83坪）       （136.25坪）

いぶき団地　12区画分譲中（先着順）
所在地　三瓶町津布理

分譲価格　6,012,000円 ～ 6,485,000円

土地面積　193.09㎡    ～ 208.32㎡

　　　　（58.41坪）  　  （63.01坪）

高野子団地　７区画分譲中（先着順）
所在地　城川町高野子

分譲価格　4,400,429円 ～ 4,588,569円

土地面積　323.37㎡    ～ 338.57㎡

　　　　（97.81坪）  　  （102.41坪）

下松葉団地　１区画分譲中（先着順）
所在地　宇和町下松葉（ひまわり団地横）

分譲価格　13,485,000円

土地面積　437.08㎡ 

　　　　（132.21坪）

※さくら団地・高野子団地

引っ越し費用（最大75万円）支援します。

支援する条件あり。詳しくはお問い合わせください。

　　市土地開発公社（市役所 監理用地課内）

　☎0894（62）6494

問
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流
星
や
石
鎚
山
に
触
れ
て
消
ゆ

 

宇
都
宮
丸
台

十じ
ゅ
う

薬や
く

を
干
し
息
災
の
老お

い

二
人

 

清
家
つ
ね
み

宇
和
は
ご
の
木
句
会

日
半な

か

ば
辻
堂
巡
る
蜻と

ん
ぼ蛉
か
な 

末
光

　塩
子

夢
の
中
母
と
語
り
て
明あ

け

易や
す

し  

上
甲

　純
子

鬼
や
ん
ま
何
時
も
の
窓
を
通
り
抜
け

 
竹
田

　佐
保

山
田
よ
も
ぎ
句
会

夏
の
宵
打
ち
水
し
又
打
ち
水
し

 

今
岡

　春
市

出
で
虫
に
悪い

た

戯ず
ら

ご
こ
ろ
ふ
と
湧
き
て

 

竹
口
ミ
サ
コ

大
ひ
ま
わ
り
や
せ
い
坊
の
絵
本
書
く

 

三
好
く
に
こ

笹
句
会

山
の
風
野の

の
風
ぬ
け
る
夏な

つ

館や
か
た

 

松
浦
千
代
香

朝
霧
に
小
さ
き
虹
の
か
か
り
け
り

 

竹
田

　佐
保

涼
し
げ
に
玉
藻
の
ゆ
る
る
法
の
池

 

芝
元

　孝
子

い
ず
み
句
会

そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
の
色
の
ト
マ
ト
捥も

ぐ

 

山
本

　文
枝

瀬
の
音
の
滝
音
と
な
り
遊
歩
道

 

山
本

　照
美

初
生な

り
の
ト
マ
ト
大
事
に
捥
ぎ
に
け
り

 

三
瀬

　教
世

野
村
俳
句
会

風
鈴
や
誰
に
聞
か
す
と
云
う
で
な
く

 

加
藤
ヤ
ス
子

遷
宮
の
社や

し
ろ

の
緑
巫
女
の
舞 

森
岡

　福
寿

昼
寝
し
て
好こ

う

取
り
組
み
を
見
逃
せ
し

 

村
藤
電
子
楼

　大
切
な
人
を
亡
く
し
、
つ
ら
い
思
い
を
一

人
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
不
眠
や
体
調
不

良
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　八
幡
浜
保
健
所
で
は
、
今
年
の
10
月
か
ら

「
自
死
遺
族
の
方
の
相
談
窓
口
」
を
設
置
し

ま
す
。
あ
な
た
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
保
健
所
の
医
師
や
保
健
師
が
対
応
し
ま

す
。
必
要
な
と
き
は
訪
問
も
可
能
で
す
。
ま

ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
日

　毎
月
第
３
水
曜
日
（
10
月
15
日
・
11
月
19

日
・
12
月
17
日
・
１
月
21
日
・
２
月
18
日
・

３
月
18
日
）

※
予
約
制
。
都
合
が
悪
い
場
合
は
日
程
調
整

し
ま
す
。

時
間　午

前
９
時
～
午
後
４
時
（
一
人
あ
た
り
１

時
間
30
分
程
度
）

自
死
遺
族
の
相
談
窓
口

会
場

　八
幡
浜
保
健
所 

１
階
相
談
室

　
　八
幡
浜
保
健
所 

健
康
増
進
課

　☎
０
８
９
４（
22
）４
１
１
１

　四
国
財
務
局
に
は
、
借
金
で
悩
ん
で
い
る

人
の
た
め
の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
必

要
に
応
じ
て
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
法

律
専
門
家
へ
の
引
き
継
ぎ
も
行
い
ま
す
。

　相
談
は
無
料
。ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

こ
ち
ら
か
ら
電
話
の
か
け
直
し
を
し
て
対
応

し
ま
す
。

受
付
時
間

　月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
な
ど
を
除
く
）

の
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
５
時

　
　四
国
財
務
局 

多
重
債
務
相
談
窓
口

　☎
０
８
７（
８
３
１
）２
１
５
５

　Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
７（
８
６
２
）８
７
９
８

　金
銭
関
係
、
不
動
産
関
係
、
家
庭
関
係
な

ど
の
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
愛
媛
弁
護
士
会

所
属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
。
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　相
談
日
当
日
に
、
直
接
会
場
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
先
着
順
に
受
付
を
行
い
ま
す
。

問多
重
債
務
、も
う
悩
ま
な
い
で

問弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

日
時

　10
月
２
日（
木
）

　午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
午
前
９
時
受
付

開
始
・
午
後
２
時
30
分
終
了
。
午
前
12
時
～

午
後
１
時
ま
で
休
憩
時
間
）

会
場　松

山
地
方
裁
判
所 

宇
和
島
支
部
構
内（
宇

和
島
市
鶴
島
町
８
番
16
号
）

相
談
時
間

　30
分
以
内

　
　松
山
地
方
裁
判
所 

宇
和
島
支
部

　☎
０
８
９
５（
22
）０
０
９
１

　農
地
法
、
建
設
業
法
、
会
社
法
な
ど
に
基

づ
く
官
公
署
へ
の
各
種
許
可
申
請
書
の
作
成

な
ど
を
中
心
に
、
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。

　県
行
政
書
士
会
で
は
、
行
政
書
士
制
度
広

報
月
間
の
行
事
と
し
て
、
無
料
行
政
書
士
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時

　10
月
10
日（
金
）

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　八

幡
浜「
み
な
っ
と
」交
流
館
会
議
室
（
八

幡
浜
市
沖
新
田
１
５
８
１－

23
）

　
　県
行
政
書
士
会

　☎
０
８
９（
９
４
６
）１
４
４
４

　県
行
政
書
士
会 

八
幡
浜
支
部

　☎
０
８
９
４（
72
）２
０
８
８

問行
政
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

問
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　突
然
の
解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

納
得
で
き
な
い
労
働
条
件
、
適
切
な
職
務
命

令
に
従
わ
な
い
従
業
員
の
こ
と
な
ど
、
労
働

者
と
事
業
主
と
の
労
働
関
係
ト
ラ
ブ
ル
の
無

料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
10
月
は
「
個
別
労

働
関
係
紛
争
処
理
制
度
」
周
知
月
刊
で
す
。

◎
労
使
ト
ラ
ブ
ル
出
張
相
談

日
時

　10
月
22
日（
水
）

　午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
洲

◎
夜
間
労
使
ト
ラ
ブ
ル
電
話
相
談

日
時　10

月
７
日（
火
）・
14
日（
火
）・
21
日（
火
）

　28
日（
火
）
午
後
５
～
８
時

◎
労
働
委
員
労
使
ト
ラ
ブ
ル
専
門
相
談

　事
前
予
約
制
・
面
談
方
式
で
す
。

日
時

　10
月
10
日（
金
）・
24
日（
金
）

労
働
ト
ラ
ブ
ル
の
無
料
相
談

日
時

　10
月
26
日（
日
）

　午
前
11
時
～
午
後
５
時

会
場　県

内
５
カ
所
（
イ
オ
ン
松
山
店
・
フ
ジ
グ

ラ
ン
松
山
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
居
浜
・
フ
ジ

グ
ラ
ン
今
治
・
オ
ズ
メ
ッ
セ
21
）

　
　県
社
会
保
険
労
務
士
会 

事
務
局

　☎
０
８
９（
９
０
７
）４
８
６
４

　土
地
・
建
物
・
会
社
な
ど
の
登
記
、
戸
籍
、

供
託
や
人
権
問
題
な
ど
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

相
談
や
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る
相
談
、
遺

言
、
公
正
証
書
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時

　10
月
５
日（
日
）

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場

問法
務
局
無
料
相
談
所

　い
よ
て
つ
髙
島
屋
７
階
キ
ャ
ッ
ス
ル
ル
ー

ム
・
フ
ジ
グ
ラ
ン
大
洲
６
階
ア
ク
ト
ピ
ア

ホ
ー
ル

相
談
担
当
者

　法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
弁
護
士
（
い
よ

て
つ
髙
島
屋
の
み
）
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員

注
意
事
項

　い
よ
て
つ
髙
島
屋
で
の
弁
護
士
に
よ
る
相

談
は
完
全
予
約
制
で
す
。
希
望
す
る
人
は
松

山
地
方
法
務
局
（
☎
０
８
９－

９
３
２－
０
８

８
８
）
ま
で
事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　フ
ジ
グ
ラ
ン
大
洲
で
の
相
談
は
予
約
不
要

で
す
が
、
当
日
は
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
松
山
地
方
法
務
局 

大
洲
支
局（
☎

０
８
９
３－
50－
５
０
５
５
）
ま
で
事
前
予
約

を
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　午
後
２
時
30
分
～
５
時

会
場

　県
庁
第
二
別
館

　４
階

　
　県
労
働
委
員
会
事
務
局

　☎
０
８
９（
９
１
２
）２
９
９
６

　公
的
年
金
や
健
康
保
険
（
傷
病
手
当
金
・

出
産
手
当
金
・
高
額
医
療
費
な
ど
）、
労
働

保
険
（
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
・
各
種
給

付
）
や
労
働
条
件
（
賃
金
・
退
職
金
・
労
働

時
間
・
休
日
・
年
次
有
給
休
暇
）、
解
雇
や

退
職
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
労
使
関
係

（
個
別
労
働
紛
争
）、
各
種
助
成
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　毎
年
10
月
は
「
社
会
保
険
労
務
士
制
度
推

進
月
間
」
で
す
。
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
、
県
社
会
保
険
労
務
士
会
で
は
無
料
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

問社
会
保
険
労
務
士
に
相
談
を

がんばれ　せいよのアスリート！
　　　　　　　　アーティスト！

第66回愛媛県中学校総合体育大会（７月
21日ほか・松山中央公園アクアパレッ
ト松山ほか）
〈水泳女子400m自由形〉①三好温子（三
瓶中１）４分36秒12〈水泳女子200ｍ
自由形〉②三好温子（同）２分12秒36
〈相撲個人〉①住木厳太（野村中３）
〈柔道男子90㎏超級〉③稲田充樹（宇和
中２）〈柔道女子個人70㎏級〉③井上希
実（宇和中３）

〈バドミントン女子ダブルス〉②二宮安
優花（宇和中３）・二宮南菜花（宇和中

１）

第30回全国小学校陸上競技交流大会最
終選考会（７月19日・県総合運動公園
陸上競技場）
〈男子走り幅跳び〉①櫻井琳汰（宇和町小
６）４m64cm

〈男子走り高跳び〉③西河大地（宇和町小
６）１m25cm

〈男子4×100mリレー〉②尾上修（宇
和町小６）・吉弘航太（同）・細川頼生

（同）・櫻井琳汰（同）55秒78

第４回空手道“捌（さばき）”選手権大
会（７月20日・八幡浜市民スポーツセ
ンター）
〈５・6年女子の部〉①金子叶実（石城小
５）

第52回四国中学校総合体育大会（8月
３日・高知市東部総合運動場くろしお
アリーナほか）
〈女子400m自由形〉①三好温子（三瓶中
１）４分35秒77

〈相撲個人〉①住木厳太（野村中３）

アスリート部門
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○８月届出分（敬称略）。親族等のご承諾を得て掲載しています。
　掲載を希望されない場合は、届出の際にお申し出ください。
※この記事を営利目的に利用することを禁じます。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談

高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　10
月
21
日（
火
）午
前
９
時
～
正
午

市
役
所 

１
階
相
談
室

　10
月
９
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
２
時

野
村
公
民
館

　10
月
６
日（
月
）午
前
９
時
～
11
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　10
月
24
日（
金
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

三
瓶
支
所

　10
月
21
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

各
種
相
談

野
村
公
民
館

　10
月
７
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時
30
分

三
瓶
支
所

　10
月
14
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時
30
分

教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

　10
月
6
日（
月
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　10
月
20
日（
月
）午
後
２
時
～
４
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　10
月
14
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

　10
月
28
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

人
権
相
談

結
婚
相
談

心
配
ご
と
相
談

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　10
月
14
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　10
月
20
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　10
月
24
日（
金
）午
後
２
時
～
４
時

　予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　☎
０
８
９
４（
62
）２
０
０
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
明
浜
町
）

　10
月
10
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

　予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

明
浜
支
所

　☎
０
８
９
４（
69
）８
０
６
６

法
律
相
談
※
予
約
制

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　10
月
14
日（
火
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

　予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

本
所

　☎
０
８
９
４（
72
）２
３
０
６

市
社
会
福
祉
協
議
会 
三
瓶
支
所

　10
月
20
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時
30
分

　予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　☎
０
８
９
４（
33
）３
０
４
６

介
護
・
福
祉
・
認
知
症
相
談

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　10
月
６
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

三
瓶
支
所

　10
月
20
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

お誕生おめでとう

おくやみ
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同和問題を再度考えましょう（その２）

　私たちは同和教育の中で、相手の立場を考えた言葉

を使うことの大切さも学んでいます。下のポスターは

市内の施設などに貼っています。

　次のような言

葉があります。

「その一言で

がっかりし

その一言で

泣かされる

その一言で

夢を持ち

その一言で

立ち上がる

本当に

大事な一言よ」

　 さ て 、「 キ モ

イ」という言葉を聞いたことがありますか。これは人

をバカにする言葉で、「気持ち悪い」という言葉を略し

たものです。1990年後期頃から使用頻度が増えまし

た。生理的に気持ちが悪いというより、見た目が気持

ち悪い場合に使われます。もし、自分に向けて使われ

たらどうでしょうか。きっと腹が立つと思います。「こ

の言葉を使ったら、相手がどんな気持ちになるか」を

想像する力を身に着ける必要があります。そのような

人権感覚を磨くことが必要になります。

　毎日の生活の中で「嫌なこと」、「みじめなこと」に

出会い、劣等感や嫉妬心を心に溜めることがありま

す。心に溜まると、そのドロドロした醜いものを吐き

出すために、誰か特定の人などに、これを投げつけて

解消しようとすることがあります。その行為（落書き

では言葉）こそが、差別そのものなのです。

　自分の「何気ない言葉や行為」が相手を傷つけてい

ないか、考えてみましょう。

　　市教育委員会 生涯学習課☎0894（62）6415問

みんなの人権ひろば

　Ｊ
Ｒ
卯
之
町
駅
周

辺
、
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
、
商
店

街
を
資
源
の
核
と
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
行

政
・
民
間
が
一
体
と

な
っ
た
卯
之
町
の
ま
ち

づ
く
り
を
検
討
す
る
た

め
、
講
演
会
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
７
月
２

日
か
ら
4
度
実
施
し
、

２
０
７
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　そ
の
際
、
寄
せ
ら
れ

た
意
見
と
し
て
は
、
重

伝
建
・
商
店
街
・
Ｊ
Ｒ

卯
之
町
駅
と
も
に
共
通

し
て
「
ゆ
っ
く
り
休
む
こ
と
が
で
き
る
交
流

の
場
が
ほ
し
い
」
と
い
う
も
の
が
多
か
っ
た

で
す
。

　重
伝
建
・
商
店
街
に
関
し
て
は
「
空
き
家

や
空
き
店
舗
に
関
す
る
対
策
が
必
要
」
と
い

う
意
見
が
多
く
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
や
市

場
な
ど
と
い
っ
た
活
気
あ
る
も
の
や
、
に
ぎ

わ
い
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　駅
前
に
関
し
て
は
、

西
予
市
の
玄
関
口
と
し

て
、
卯
之
町
ら
し
い
風

情
の
あ
る
空
間
づ
く

り
、
緑
豊
か
な
安
全
で

清
潔
感
の
あ
る
ま
ち
な

み
形
成
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
る
人
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　寄
せ
ら
れ
た
意
見
の

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
卯
之
町
「
は
ち
の

じ
ま
ち
づ
く
り
」
推
進

委
員
会
で
精
査
を
行
い
、
３
月
ま
で
に
整
備

計
画
を
ま
と
め
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

※
「
は
ち
の
じ
」
と
は
数
字
の
「
８
」
を
描

く
よ
う
に
、
人
の
流
れ
が
途
切
れ
る
こ
と
の

な
い
街
づ
く
り
を
意
味
し
ま
す
。

　
　市
役
所 

企
画
調
整
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
３

問

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
！

卯
之
町
「
は
ち
の
じ
」
ま
ち
づ
く
り
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
紹
介

7/14のワークショップの様子
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イベント情報イベント情報

「せい坊」オフィシャルホームページ
http://www.seibou.jp/

ゆるキャラグランプリ、ぼくに投票してYO！

市民のうごき
（８月末現在）
※住民基本台帳法による。カッコ内は前月比

人　口　41,297人（－68）
　　　　男 19,413人（－31） 女 21,884人（－37）

世帯数　18,634世帯（－24）

出　生　14人（－ 6）
　　　　男 7人（－ 3）　女 7人（－ 3）

死　亡　45人（－16）
　　　　男 22人（－ 9）　女 23人（－ 7）
※Ｈ24.7.9 住民基本台帳法改正により、外国人を含む人口・世帯数を記載しています。

西
予
市
は
、相
撲
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
成
年
女
子
）の
開
催
地
で
す
。

市県民税　３期　保険税　４期
納期限は10月31日（金）

（口座振替は10月27日）

10月の納税

北京オリンピック 陸上競技 銅メダリスト

朝原宣
のぶ

治
はる

 陸上競技教室を開催
　世界トップレベルのアスリートと
交流し、指導を受けてみませんか。
文化の里スポーツクラブ共催。
日時　10月19日（日）
　　　午後１時～３時
場所　宇和町小学校グラウンド
定員　200人（先着順）
参加対象　県内の小学４年生～中学生
指導者名　朝原宣治（北京オリンピック銅メダリスト）
　　　　　荒川大輔（走り幅跳び元全日本チャンピオン）
申込期限　10月10日（金）※定員に達し次第締め切り
申込方法　氏名・学校名・学年・連絡先（電話番号）を郵便、
　FAX、メールのいずれかでご連絡ください。
申込・問合せ先　（公財）愛媛県スポーツ振興事業団 総務課
　☎089（963）2216　FAX：089（963）4104
　E-mail:info@eco-spo.com
　　市教育委員会 文化体育振興課☎0894（62）6416問

10 ⁄18（土）第15回グランドピアノ復活記念
ほのぼのコンサートドイツ・フォイリッヒ製の大正時代のグラン

ドピアノが音色を響かせます。ピアノ演奏ほ

か、合唱など。◯ 午後１時30分～３時30分 ◯  旧宇和町小学校講堂（宇和米博物館上）

 ◯  開明学校☎0894（62）4292

時

場

問

10 ⁄26（日）

駅からウォーク「宇和街道をゆく」

10月17日までに、お電話で申し込みください。

◯ 午前９時30分にJR伊予石城駅集合

参加費　500円

 ◯  市教育委員会 文化体育振興課

　 ☎0894（62）6416

時

問

10 ⁄3（金）

子育てサロン スキップClub

クッキング

◯  午前10時～11時30分

 ◯   ◯  宇和児童館「うわっこ」

　　  ☎0894（62）7331
時 

場 問
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4
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話
）※

IP
電
話
同
士
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通
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有
料
広
告

　急な発熱と腹痛で今年４月、体調を崩
した日がありました。ただでさえ貧相な
体つきなのに食事も喉を通らず、よぼよ
ぼのふらふら。そのとき宇和病院にお世
話になったのですが、看護師や医師の皆
さんに優しく接していただいて、本当に
心強かったです。初めての胃カメラを不
安に思う私の背中をさすり続けてくれた
若い看護師さん、ありがとう。体が弱る
と心も弱るのか、温かい気配りがとても
うれしいものですね。これからも西予市
民病院、頼りにしています！（堀）

編集後記

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問

　「こ
こ
の
調
子
が
お
か
し
く

て
、
な
ん
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
は

く
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。触
っ
て
、

音
を
聞
い
て
み
て
、
ど
こ
に
問

題
が
あ
る
の
か
を
常
に
考
え
て

い
ま
す
」。

　調
律
師
と
し
て
活
躍
中
の
此

平
さ
ん
が
、
現
在
ま
で
に
手
が

け
た
ピ
ア
ノ
の
数
は
お
よ
そ

３
、０
０
０
台
。
月
40
台
ほ
ど

の
ペ
ー
ス
で
直
し
て
い
ま
す
。

　調
律
師
は
別
名
「
ピ
ア
ノ
の

お
医
者
さ
ん
」。音
の「
う
な
り
」

や
「
に
ご
り
」
を
聞
き
取
り
、

専
用
の
工
具
を
使
っ
て
美
し
い

音
色
に
戻
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
作
業
は
、
実
に
数
ミ
リ
単
位

に
及
ぶ
も
の
ば
か
り
。

　「置
か
れ
て
あ
る
環
境
や
空

間
、
演
奏
者
の
癖
な
ど
で
、
ど

れ
一
つ
と
し
て
同
じ
や
り
方
で

は
直
せ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、『
同

じ
ピ
ア
ノ
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

良
く
な
っ
た
』と
喜
ん
で
も
ら
え

た
と
き
が
、
何
よ
り
う
れ
し
い

で
す
」と
此
平
さ
ん
。「
調
律
は
、

調
律
師
の
た
め
で
は
な
く
、
演

奏
者
の
た
め
の
も
の
」
と
い
う

理
念
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
抱
い

て
い
る
強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　「『
ま
ろ
や
か
な
音
』
と
か

『
歯
ご
た
え
の
あ
る
音
』な
ど
、

演
奏
者
が
求
め
る
抽
象
的
な
言

葉
か
ら
、
そ
の
人
が
理
想
と
す

る
音
を
作
り
出
す
こ
と
が
私
の

使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
人
さ
え
い
て
く
れ
た
ら
大
丈

夫
、
こ
の
人
じ
ゃ
な
い
と
触
ら

せ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
技
術
力
を
高
め

て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

　若
き
職
人
は
今
日
も
、
向
上

心
を
持
っ
て
ピ
ア
ノ
と
向
き

合
っ
て
い
ま
す
。

此平尚人（25）＝宇和町坂戸/このひ
ら・なおと︰調律師６年目。カジタ
楽器店（八幡浜市）勤務。妻 加恵
（かえ）さんと娘 愛果（あいか）ちゃ
んの３人暮らし。「娘がプリキュア
好きで、一緒に見ています。何回も
聞いているので、プリキュアの曲を
演奏することもできますよ」

か
が
や
き
西
予
人

「
演
奏
者
が
理
想
と
す
る
音
を
作
り
た
い
」

�

若
き
職
人
は
、
ピ
ア
ノ
の
お
医
者
さ
ん

せ
い

よ

び
と


